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シクラメンのはなし 2021.11.09 

シクラメンはサクラソウ科シクラメン属の多年草。地中海地方原産で、日本には明治時代

に伝わりました。戦後になって急速に普及し、今では鉢植え植物の栽培量でトップクラス

になっています。秋から冬にかけて花が咲くので冬の花としても代表格、いろいろな改良

品種が流通しています。ところで、芳香シクラメンというのを知っていますか？もともと

香りの乏しいシクラメンでしたが「シクラメンのかおり」というヒット曲で香りの需要が

高まり開発されたものなんだそうです。栽培種のシクラメンの香りは、どちらかというと

悪臭と感じられる成分が主体ですが、花を重視する改良の過程でこの成分も失われていき

ました。一方、野生種の中には香りの良い成分をもつものもあり、バイオテクノロジーの

技術で両者を掛け合わせ、世界ではじめて良い香りと綺麗な花をもつ品種が生み出された

のです。ちなみに芳香シクラメンとし品種登録されているのは、「麗しの香り」「孤高の

香り」「香りの舞い」「天女の舞」「みやびの舞」「絹の舞」の 6 品種。興味のある方は

調べてみてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


